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昨年刊行した本誌の3月号と6月号の「巻

頭ゼミナール」で、四国西南地域での勉強会

のことについて紹介させて頂いたが、今回の

「巻頭ゼミナール」でも、敢えてこの勉強会のこ

とについて言及させて頂きたいと思う。というの

も、筆者は去る5月27日（木）と28日（金）の両

日、国土交通省四国地方整備局の中筋川総

合開発工事事務所（近藤秀樹所長）からの要

請を受けて、事務所内研修のための報告を行

うとともに、高知西南部に住む地元地域住民

との活性化に関わる「懇談会」に参加させて

頂き、真実、熟のこもった貴重な体験をさせて

貰ったからである。

そこで、まず筆者を取り巻く昨今の環境の激

変状況について言及しておこう。筆者は、この

3月末付けで北九州市立大学の大学院を定

年退職し、これから身辺の図書や資料等の整

理に努めるとともに、可能な限り自由な余生を

心行くまで満喫しようと考えていた。ところが、

現実は厳しいものであり、思いがけないことが

よく起こるものである。筆者自身、その退職のこ

とを知っておられた友人からの強い推薦を受け

て、本年5月より、名古屋にある財団（中部産

業地域活性化研究センター）のフェローとし

て、中部広域圏を対象とした「地域間産業連

関表」の作成とその活用に向けた研究プロジ

ェクトの総括責任者としてその業務に従事する

ことになったからである。そこで、これまで38年

間に亘り香川大学で瀬戸大橋をはじめとする

「本四架橋」のインパクト・スタディ等の調査研

究に関わった時期をわが人生の第1期と称す

ることにすれば、その後の7年間は、もっぱら北

九州市立大学の大学院で博士論文の指導に

加えて北部九州地域における「国際物流」の

調査研究に従事した時期に当たり、したがって

この時期は、わが人生の第2期と称することが

できよう。そこで、今回の定年退職を機に、かけ

がえの無いこれからのわが人生の第3期を如

何に悔いなく過ごそうかと真剣に考えていた矢

先に、筆者の長年の友人であり、これまで絶え

ることなく交友関係を続けてきた近藤秀樹所

長からの強い要請があり、高知西南地域での

再会が実現したわけである。

わが人生の新たな局面を迎えようとする移

行過程のなかで、何かと時間評価値の高くな

っている客観的な状況下にあったにも拘らず、

高松から中村や宿毛の地まで片道5時間を費

やして訪れた重要な決定要因となったのは、そ

の関係者たちによる極めて周到な事前の準備

作業を着実に試みられていたということが指摘

される。すなわち、事務所内研修では、すべて

の予定参加者から（筆者を含めた）講師に対

する質問事項や聞きたいテーマなどの論点整

理をされていたことである。その具体的内容とし

て、〈費用便益分析〉については、とくに環境な

どのB／Cの考え方とか、〈地域活性化〉につい

ては、高齢者主体の地域活性化のあり方と

か、さらにまた〈地方分権と信頼される事務所〉

については、地方分権の意義と国土交通行政

へ助言など、極めて広範多岐に亘る内容であ

った。さらにまた、高知西南部に住む地元地域

住民との活性化に関わる「懇談会」でも、主と

して青年会議所のメンバーを中心に、〈産業振

興〉と〈地域づくり〉について、それぞれ個別具

体の極めて詳細な質問事項や意見の提起等

がなされていたのである。その具体として、前者

については、すくも84ターミナルの活用を含む

事業展開のあり方や地産外商による地元中

小企業の対応、あるいはまた、特産品開発とそ

の広報活動のあり方といった、数多くの問題

提起がなされていた。また、後者については、土

佐清水市の発展のためにJC主体で行ってき

た市民祭（あしずりまつり）の後継者不足の問

題をはじめ、魅力と特色の元気なまちづくりの

ための手法や留意事項、あるいはまた、交流人

口の拡大策や幡多6市町村の広域連携のあ

り方といったものが指摘されていた。もとより、

そのいずれも重要な問題提起であり、しかも対

応すべき切実な政策課題であることから、時間

の許す限り真剣な討議に心掛け、会員相互の

理解と意欲の向上に寄与するに心掛けた。

振り返ってみると、筆者の長年に亘る大学

や大学院での実務経験でも、受講生に対して

講義概要やシラバスの提示等は試みている

が、今回のようなすべての受講生からの詳細な

問題提起を個別具体的に受けての話題提供

をした経験は極めて珍しく、また責重なものであ

った。その意味でも有為な社会人との意見交

換の機会に心から深く感謝した次第である。


